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(単位：％）

前期比 前年比 前期比 前年比 前期比 前年比 前期比 前年比 前期比 前年比
03 1-3月期 0.0 ▲ 0.9 0.1 ▲ 0.7 0.0 ▲ 1.3 ▲ 1.1 ▲ 6.3 0.6 0.5

4-6月期 ▲ 0.4 ▲ 1.1 ▲ 0.5 ▲ 1.1 ▲ 0.5 ▲ 1.5 0.4 ▲ 3.1 ▲ 1.6 ▲ 1.3
7-9月期 0.1 ▲ 0.7 ▲ 0.1 ▲ 0.6 0.0 ▲ 1.2 ▲ 1.2 ▲ 0.3 ▲ 0.2 2.2

10-12月期 ▲ 0.1 ▲ 0.4 ▲ 0.3 ▲ 0.8 ▲ 0.3 ▲ 0.8 ▲ 4.6 ▲ 6.4 ▲ 3.8 ▲ 4.9
04 1-3月期 0.5 0.1 0.5 ▲ 0.4 0.4 ▲ 0.4 1.6 ▲ 3.8 2.8 ▲ 2.8

4-6月期 0.5 1.1 0.7 0.8 0.3 0.4 0.9 ▲ 3.3 5.2 3.9
7-9月期 0.8 1.8 0.6 1.6 0.5 1.0 1.3 ▲ 0.8 2.1 6.3

10-12月期 0.1 2.0 0.5 2.4 ▲ 0.3 1.0 ▲ 1.1 2.8 ▲ 0.8 9.5
05 1-3月期 ▲ 0.1 1.4 ▲ 0.2 1.7 ▲ 0.3 0.2 ▲ 0.5 0.6 0.3 6.8

4-6月期 0.8 1.7 1.1 2.1 0.5 0.4 1.3 0.9 9.1 10.8
7-9月期 0.7 1.6 0.5 2.0 0.5 0.4 1.4 1.0 4.7 13.7

10-12月期 0.6 2.0 0.7 2.2 0.2 0.9 2.9 5.1 5.7 21.2
05 3月 0.3 1.4 0.2 1.6 0.2 0.2 0.6 0.4 1.8 7.0

4月 0.7 1.9 0.9 2.2 0.4 0.5 1.0 3.5 7.3 13.9
5月 ▲ 0.1 1.8 0.0 2.1 0.0 0.5 ▲ 1.3 ▲ 1.3 ▲ 0.5 9.0
6月 ▲ 0.1 1.4 ▲ 0.1 1.8 ▲ 0.1 0.2 0.5 0.8 0.0 9.5
7月 0.6 1.5 0.4 1.9 0.5 0.3 1.8 1.9 4.2 14.3
8月 0.2 1.7 0.2 2.0 0.0 0.4 ▲ 0.4 0.5 0.1 13.1
9月 0.2 1.7 0.2 2.1 0.2 0.5 0.1 0.6 1.8 13.5

10月 0.3 2.0 0.5 2.2 0.1 0.8 1.9 2.4 3.4 18.3
11月 0.0 1.9 0.0 2.1 ▲ 0.1 0.8 1.6 6.1 1.7 21.9
12月 0.2 2.2 0.1 2.4 0.1 1.1 0.0 6.8 ▲ 0.3 23.3

06 1月 0.1 2.6 0.2 2.8 0.1 1.5 ▲ 2.1 5.3 ▲ 0.9 23.1
2月 0.4 2.9 0.3 3.0 0.2 1.7 1.4 5.2 4.3 25.0

(出所）　日本銀行
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＜ポイント＞ 

○２月の国内企業物価は前月比＋0.4％と、事前コンセンサス（中央値：＋0.1％、レンジ：0.0％～＋

0.3％）を上振れる結果であった。また、前年比でも＋2.9％と伸び率を拡大させた。３ヵ月対比では＋

0.7％となり、趨勢としての企業物価は緩やかな上昇が続いている。内訳をみると、最近の国内企業物価

の牽引役である石油製品と非鉄金属の上昇幅が拡大したことが引き続き全体を押し上げている。もっと

も、石油・石炭製品や非鉄金属を除いたベースでみても上昇幅が拡大している。原材料・中間財の川上・

川中段階のみならず、川下段階の最終財でも上昇がみられるように、企業物価全体で適度な物価上昇が始

まっていることを見逃してはならない。 

○需要段階別にみると、１月にプラスに転化した最終財（国内品）は前年比＋0.3％と前月から横ばいで推

移した。ガソリンや灯油など非耐久消費財（同＋1.3％）による押上げがあるものの、川下での物価下落

圧力は緩和していると考えられる。恒常的な原材料価格の高止まりによる物価上昇圧力は徐々に中間財か

ら最終財まで波及してきている。最終財への緩やかな価格波及は今後も続く公算が大きい。 

○最終消費財の価格の上昇は消費者物価（財）の価格の上昇に繋がることから、既に１月の消費者物価（財

除く生鮮食品）は前年比＋0.6％と上昇している。年度替わりの４月は企業の価格設定などプライシング

行動が変わる時期でもあり、４月以降のCPI財の上昇はさらに明確になる可能性が高い。 
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企業物価（前年比）の寄与度分解
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(注）　最終需要財は国内品の前年比

（％）需要段階別CGPI（前年比）の推移

○国内企業物価は前月比＋0.4％と３ヵ月連続の上昇 

２月の国内企業物価は前月比＋0.4％と、事前コンセンサス（中央値：＋0.1％、レンジ：0.0％～＋

0.3％）を上振れる結果であった。また、前年比でも＋2.9％と伸び率を拡大させた。３ヵ月対比では＋

0.7％となり、趨勢としての企業物価は緩やかな上昇が続いている。 

内訳をみると、最近の国内企業物価の牽引役である石油製品と非鉄金属の上昇幅が拡大したことが引き続

き全体を押し上げている。石油・石炭製品はガソリンの卸値値上げの影響などから前年比＋30.4％（１月、

同＋28.5％）となった。また、非鉄金属も銅など国際商品市況での高値を背景に同＋30.2％（１月、同＋

26.1％）と高い上昇が続いている。加えて、化学製品も同＋4.6％（１月、同＋4.3％）と伸び幅を拡大させ

た。一方、鉄鋼は同＋4.7％（１月、同＋5.0％）と一部汎用鋼材の在庫調整の影響で上昇幅の鈍化が続いて

いる。 

事前予想を上回る企業物価の上昇は基本的には石油製品価格や非鉄金属の上昇による寄与が大きい。もっ

とも、石油・石炭製品や非鉄金属を除いたベースでみても上昇幅が拡大している。原材料・中間財の川上・

川中段階のみならず、川下段階の最終財でも上昇がみられるように、企業物価全体で適度な物価上昇が始ま

っていることを見逃してはならない。 

○今後も最終財への緩やかな価格波及は進んでいく 

需要段階別にみると、素原材料（国内品）は前年比▲0.1％（１月、同＋0.9％）とマイナスに転化した。

また、中間財（国内品）は同＋4.9％（１月、同＋4.5％）と伸び幅を拡大させている。石油化学メーカー各

社による合成樹脂等の製品への価格転嫁が中間財を中心に引き続き進捗していると考えられる。１月にプラ

スに転化した最終財（国内品）は同＋0.3％と前月

から横ばいで推移した。内訳をみても、資本財は同

▲0.5％（１月、同▲0.6％）とマイナス幅が縮小し

た。また、価格下落が続く電気機器が含まれる耐久

消費財も同▲1.5％（１月、同▲1.3％）と一旦、改

善が足踏みしたものの、趨勢としてはマイナス幅の

縮小傾向が続いている。原油価格高止まりが直接影

響するガソリン価格などの上昇が最終財価格を押し

上げている面はあるものの、景気回復を反映して川

下での物価下落圧力は緩和していると考えられる。

恒常的な原材料価格の高止まりによる物価上昇圧力
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は徐々に中間財から最終財まで波及してきており、今後も緩やかな最終財への価格波及は進んでいく公算が

大きい。 

 

○消費者物価（財）の上昇持続を示唆 

原油価格は需給逼迫に加えて、地政学リスク等を背景に高止まりが続いている。商品市況全体をみると、

２月の日経商品指数（42 種）や国際商品指数は前月

より上昇幅を鈍化させている。もっとも、世界経済が

総じて堅調であることから、商品市況が大きく下落し

ていくとは考えにくい。こうしたことから、当面、企

業物価も緩やかな上昇傾向が続くだろう。 

最終消費財の価格の上昇は消費者物価（財）の価格

の上昇に繋がりやすいことから、既に１月の消費者物

価（財除く生鮮食品）は前年比＋0.6％と上昇してい

る。年度替わりの４月は企業の価格設定などプライシ

ング行動が変わる時期でもあり、４月以降の CPI 財の

上昇はさらに明確になる可能性が高い。 

 

 

　　　　国内最終消費財（前年比）の推移
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